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第4章 河川整備計画の目標に関する事項

第1節 河川整備の基本理念

梯川水系河川整備計画では、以下を基本理念とし、「川づくり」に取り組みます。

「たおやかに街を潤し緑映える梯川を守り、活かし、次世代に引き継ぐ川づくり」

「たおやか」とは、「姿・形・動作がしなやかでやさしいさま」を意味し、細やかさと自然豊かな

梯川のイメージを表現しています。

○貴重な生命・財産を守る安心・安全な川づくり 

水系一貫となって洪水や渇水による災害防止、被害最小化を図り、沿川地域住民の貴重

な生命・財産を守る、安全で安心できる川を目指します。

○梯川の豊かな自然や歴史・文化が実感できる川づくり 

多くの魚類を育む自然豊かな河川環境と、霊峰白山の美しい山岳景観と調和した河川

景観を保全・継承するとともに、城下町の街並みや舟運等、梯川流域や沿川に形成され

てきた歴史・文化が感じられる川づくりを目指します。

○地域の魅力や活力を引き出す川づくり 

地域に住む一人一人が流域の一員であることを認識し、流域一体となった川づくりを

通して、地域の魅力や活力を引き出す川づくりを目指します。

写真 4.1 梯川を下流より望む 
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第2節 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項

第1項 洪水対策（外水対策）

本整備計画では、過去の水害の発生状況、流域の重要度、これまでの整備状況等を総合

的に勘案し、梯川水系河川整備基本方針に定めた目標に向けて、上下流及び本支川の治水

安全度のバランスを確保しつつ段階的かつ着実に河川整備を実施し、洪水等による災害の

発生の防止又は軽減を図ることを目標とします。 

本整備計画に定める河川整備を実施することで、年超過確率 1/30 の規模の降雨（戦後

最大規模の洪水である昭和 34 年 8 月洪水と同程度の降雨量）によって発生する洪水に対

して、家屋等の浸水被害の防止を図ることが可能となります。 

図 4.1 河道における整備目標流量図 

第2項 内水対策

家屋等の浸水の発生など、内水氾濫による浸水被害が著しい地域においては、関係機関等

と連携して、適切な役割分担のもとで必要に応じた浸水対策を実施し、家屋等の浸水被害の

軽減を図ります。

第3項 地震・津波対策

地震対策については、堤防等の河川管理施設の耐震性能を照査したうえで、必要に応じた

耐震対策を実施し、大規模な地震動が発生した場合においても、河川管理施設として必要な

機能を確保することとします。

津波対策については、海岸管理者である石川県による施設計画上の津波の設定結果を踏ま

えて梯川における計画津波の水位を設定することとします。

第4項 減災・危機管理対策

近年頻発している集中豪雨の状況や、気候変動等の状況及びそれらに関する新たな知見に

照らしあわせ、計画規模を超える洪水が発生した場合や、整備途上において施設能力を超え

る洪水が発生した場合においても、施設の運用、構造、整備手順等の工夫、さらには的確な

避難、円滑な応急活動など、ハードとソフトの組み合わせにより、できる限り被害の軽減が

図られるよう努めます。

単位：m3/s 

■基準地点 

●主要な地点 

河

口

日
本
海

小
松
大
橋

埴

田

1,000 1,000 800 

※なお、流域内の洪水調節施設がない場合は 

小松大橋1,400m3/sとなります。 
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第3節 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項

第1項 河川の適正な利用及び正常な機能の維持

梯川水系河川整備基本方針に定めた流水の正常な機能を維持するための流量の確保に努

めることとし、その目標流量は埴田地点において、4月～6月及び10月～11月は概ね1.4m3/s、

12 月～3月は概ね 2.3m3/s、それ以外の時期は概ね 1.1m3/s とします。 

また、渇水等の被害を最小限に抑えるため、関係機関と連携しつつ、渇水調整や節水の啓

発、効率的な水利用の支援に努めます。 

なお、流水の正常な機能を維持するため必要な流量には、水利流量が含まれているため、

水利使用等の変更に伴い、当該流量は増減します。 
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第4節 河川環境の整備と保全に関する事項

第1項 動植物の生息・生育・繁殖環境

梯川水系河川整備基本方針に沿って、河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らし

や歴史・文化との調和にも配慮し、河川が本来有している生物の生息・生育・繁殖環境及び

多様な河川景観の保全・創出を図ります。

梯川に形成・維持されている瀬・淵、水際の抽水植物帯や高水敷上の草地環境等は、多様

な生物の生育・生息・繁殖環境となっています。流域固有の生物多様性の維持・保全の観点

から、これらの環境に対する河川整備による影響の低減を図るため多自然川づくりを推進し

ます。

動植物の生息・生育・繁殖環境については、瀬や淵、ワンド、自然河岸、汽水域等の多様

な河川環境の保全又は創出に努めます。

河道掘削や護岸等の河川整備の実施にあたっては、自然の営みを視野に入れた多自然川づ

くりを推進するとともに、河川水域の縦断的・横断的な連続性の確保を図り、良好な河川環

境が保全及び創出されるよう努めます。

また、河川を遡上・降下する生物の移動の阻害となっている横断工作物については、施設

管理者との協議を推進し、水域の連続性の復元・確保に努めます。

さらに、梯川で確認されている特定外来生物等については、関係機関と連携して、拡散及

び新たな特定外来生物等の侵入の防止に努めます。

第2項 水質の維持

継続的な水質モニタリング及び関係機関との連携を図りながら、適切な監視体制を確保し、

良好な水質の維持を図ります。

第3項 良好な景観の維持・形成

流域の自然景観や沿川のまちなみと調和した河川景観など、梯川特有の景観の保全・再

生・創出を図ります。河川整備の際には、景観に配慮した工法を採用するなど、良好な河川

景観の保全に努めます。

第4項 人と河川との豊かなふれあいの確保

流域内での交流を通じて相互理解を深めつつ、流域住民とともに地域づくりと一体となっ

た川づくりを目指します。また、流域で古くから川と共存し、培われてきた川文化について

も後世に伝えていくよう努めます。

また、河川とのふれあいの場、川の教育価値・文化価値を活かしながら環境学習ができる

場、憩いの場としての整備・保全を図ります。

なお、整備にあたっては、河川の有する社会・情報価値を活かしながら、関係機関や市民

団体等と連携するとともに、イベントや環境学習を通じた情報の発信も行い、魅力ある川づ

くりへの多くの人の参画を推進します。


